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第2111回 例会プログラム 会　員　慶　事
●例　会　場／名鉄菜館
●開 会 点 鐘／12 : 30 
●ロータリーソング／我等の生業　 
●内　　　容／「富士山、自然からのメッセージ」 
　　　　　　　富士山自然誌研究会
　　　　　　　会長　菅原久夫様

★12 : 30点鐘
★東山荘
★「財産区の現状について」
　御殿場財産区　事務局長
　鎌野　茂様

11月19日の例会
次　回
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　11月はロータリー財団月間です。本日の例会プログラムは財団委員会に担当していただ
く事になっております。
　先週、10月25日（日）には東山荘のオープンハウスに参加して楽しんできました。あいに
くの雨の中、ダンスや音楽、ガーデンパーティー、フリーマーケットなど多くの催しがありましたが、その中で
「もったいないばあさん」のワールドレポート展は、いま地球上で起きている問題と、それに巻き込まれている
世界の子供たちの話が、我々の暮らしとどのような関係になっているのかを判りやすく絵画にして展示してあり
ました。気象変動、環境問題、貧困など、命の大切さを勉強させられました。
　最近、レオナルド・ダ・ヴィンチの絵画が100年ぶりに見つかったそうです。ニューヨークのオークションで
画商が落札して自分の画廊に展示していた絵画（女性の横顔を描いた）が、売れなかったので落札した価格で売
却しました。その絵画を買った人が、描き方に興味を持って、もしやと思って鑑定に出したところ、ダ・ヴィン
チの描いた可能性があるということで、専門機関で鑑定したところ、まず第一に「左利き」の人が描いたもので
あることが判りました。それから画材も当時の年代に該当する事も判りましたが、決め手になったのは、ダ・ヴィ
ンチの指紋が残っていたことでほぼ間違いないとの結論になったようです。ちなみに、販売価格は１万９千ド
ル（約175万円）でした。この絵画は、今オークションに出品すると145億円以上になるようです。
　レオナルド・ダ・ヴィンチは多才で、画家、建築家、彫刻家でしたが、残っている絵画は意外に少なくて、判っ
ているのは18点だけで、このうち３点位は弟子が描いたものではないかと言われていますので、実祭は15点だと
言われています。レオナルド・ダ・ヴィンチは“天才に多い”とか“短命に終わる”とささやかれる「左利き」
でしたが、亡くなったのが67歳で、当時としては長生きでした。
　さて「左」で思い起こすのは、私は苦手ですが“酒を好み飲むこと”を意味する言葉でもあります。これは昔、
“酒杯は左手に持った”からとも、鉱山で“左を鑿（のみ）手”、“右を鎚（つち）手”と言っていたのからきて
いるとも言われています。そこで「左党」は左利きの仲間、すなわち“酒飲み”ということです。その他には「左
団扇」「左褄」「左封じ」「左巻き」「左寄り」などがあります。要するに一般的ではないということです。
　ちなみに、ベートーヴェン、ミケランジェロ、エジソン、マリリン・モンロー、チャップリン、フロイトなど
も「左利き」だそうです。

会長挨拶

●会員誕生日／11月18日　井口修一君 
●結婚記念日／11月12日　水口正宏君 伸子様ご夫妻
　　　　　　　11月16日　勝又　厚君 秀子様ご夫妻 
　　　　　　　11月17日　山 伊久雄君 久子様ご夫妻 
　　　　　　　11月17日　藤田昇司君 昌子様ご夫妻 
　　　　　　　11月18日　小早川豊一君 かず代様ご夫妻 
　　　　　　　11月18日　山口幸男君 勝子様ご夫妻 
●皆　出　席／11月９日　梶原一正君（20年）
　　　　　　　11月９日　内海隆治君（20年）



○例会日/木曜日
○例会場・事務局/ＹＭＣＡ東山荘
　静岡県御殿場市東山1052
　電話/0550－83－1133　FAX/0550－83－1138
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

会　　　長○鈴木　榮一
幹　　　事○勝又　　洋
会報委員長○斎藤　　衛

第2620地区

ロータリー財団委員会 
委員長

内海宣彦君
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会員数 出席者数 暫定出席率計算に用いる
会員数

前々回の
確定出席率

60名 60名 48名 80％ 100％

欠席者（12名）

のメーキャップの出席報告 10
15

11
5

ロータリー財団月間に 
因んで

のスマイル

10月10日 
10月13日 
10月17日

地区小委員会 
幸手中央ＲＣ 
青少年交流の家

戸栗　太平君 
秋田　　敬君 
梶原　一正君

10月22日 
10月30日

沼津西ＲＣ 
沼津ＲＣ

山口　幸男君 
大森　清治君

 ロータリー財団月間では、財
団の目的、財団プログラム、及
び寄付推進活動に関するプログ
ラムを行う会合を設けるよう奨
励されています。
　Ｒ財団の使命は、ロータリア
ンが人々の健康状態を改善し、
教育への支援を高め、貧困を救
済することを通じて世界理解、
親善、平和を達成できるように
することです。

　財団の目標を助長する明確かつ効果的な手段として
教育的・人道的プログラムに11項目あり、第2620地区
では、クラブで参画できるプログラムとして以下の四
つを挙げています。
①Ｒ財団国際親善奨学金は、財団の最初のプログラム
として1947年に発足以来、民間レベルとしては、世

界で最大規模の奨学金制度です。１学年度に限り支
給され、その額は25,000ドル、当クラブでは過去に
６名を送り出しています。12月が受付開始となるので、
地元紙に募集案内を掲載する予定です。
②地区補助金による社会奉仕活動で、クラブまたは地
区は、地区内、国内、またはRCのない国(またはゼロ
に近い国)のニーズに応えるプロジェクトを実施する
に際し、一定の条件を満たせば補助金を受けられます。
③マッチング・グラント(I日同額補助金）で、RCと地
区が他国のロータリアンと協力し、国際的な人道的
プロジェクトを遂行するのを援助します。
④GSEメンバーの推薦および受入れとして、事業や専門
職務経験の浅い25～40才の男女に、文化と職業に関
するまたとない交流の機会を提供するため、４～６
週間の交換旅行の旅費を援助します。
　寄付の種類は年次寄付、使途指定寄付、恒久基金へ
の寄付があり、自発的なもので寄付と会員資格とは連
接しません。但し、財団プログラムの継続的な発展を
支援するため、毎年、年次基金へ100ドル以上を寄付す
ることが全ての口一タリアンに奨励されています。
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・小山町の姉妹市、カナダのミッション市からの訪問団の
　一人を我が家で受け入れました。50歳の女性で、偶然ロー
　タリークラブの会長でしたので、バナーをお渡し致しました。 
　秋田　敬君

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。

藤田昇司君・梶原一正君・神谷高義君・勝又　誠君 
根上陽一君・大森清治君・小野篤之君・斉藤礼志君 
鈴木崇司君・高村繁男君・臼井良太君・山 伊久雄君

地区大会
山梨県民文化ホール
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